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世界聖餐日・世界宣教の日 説教 「私たちの心の内にあるもの」要旨  
                        牧師 黒田直人 

日本キリスト教団藤沢教会 2021 年 10 月 3 日  

マタイによる福音書 6:16～24

 緊急事態宣言が出され、長期にわたり
礼拝を非公開としましたが、その間、皆
さんのことを日々お祈りに覚えるもので
ありました。ですから、礼拝再開に当た
っては祈りが聞かれたと思ったわけです
が、それゆえ、そのことを神様に感謝す
るとともに、またそこで思ったことは、
皆様と共に礼拝を献げることの幸いであ
りました。ただ、それは私だけでなく、
恐らくは、皆さんも同じだったのではな
いでしょうか。顔と顔とを合わせること
は私たちの信仰の大前提であるわけです
から、それが許されて嬉しくない人は一
人もいないと思うからです。ですから、
そう考えれば、この二ヶ月の間にあった
ことは、ある意味で強いられたことでは
ありますが、けれども、この度の礼拝断
ち、教会断ちがあればこそ、私たちの信
仰は返って強められることになったとも
思うのです。 
 そこで、早速、御言葉に聞いて参りた
いと思いますが、ところで、礼拝断ち、
教会断ちを強いられた私たちに、この日
最初に与えられた御言葉がこのイエス様
のお言葉でありました。そこでは、四つ
のことが言われています。一つは、断
食、つまり、命の糧を断つということで
す。そして、二つ目が私たちの富の置き
所、つまり、私たちの命の拠り所がどこ
なのかということです。そして、三つ目
はその私たちの身体的特徴についてで
す。つまり、私たちの生きるその環境に
よって、私たちがいかなる身体的特徴を
有するのかということです。そして、四
つ目に言われていることは、それゆえに
私たちには限界、制約があるということ
です。つまり、その身体的特徴をもって
しても、なお克服できないものがあると
いうことです。そして、これらの御言葉
に聞きつつ思ったことは、神様はやはり
私たちのことをお忘れではなかったとい
うことでした。 
 礼拝断ち、教会断ちを強いられた私た
ちにとりまして、この二月は様々な意味
で揺さぶられる毎日でありました。そし
て、この、ある種の制約の下に日々考え
させられたことは、その身の置き所がど
こなのか、そして、自分自身がいかなる
者であるのか、私たちが日々意識させら
れたことはこの二つのことでもありまし

た。しかし、そうした毎日の中で、私た
ちはいたずらに不満を募らせたわけでは
ありません。その思いを祈りの内に神様
とイエス様に伝えるものでもありまし
た。従って、その私たちが今日こうして
待ち望んだものを手にしているのは、忍
耐し、祈りつつ待ち望んだからでもあり
ますが、ただ、ここに至った理由はそれ
だけではありません。他でもないイエス
様ご自身がここでその私たちのことを
「体の灯火は目である。目が澄んでいれ
ば、あなた方は全身が明るい」と仰って
おられるように、私たちが忍耐し、祈る
ことが許されたのは、イエス様が仰るこ
の身体的特徴を有していたからです。そ
して、私たちにこの恵みが与えられてい
るのは、私たちの身の置き所、命の置き
所ゆえのことでもありますが、では、そ
の身の置き所とはどこか、それは神様の
御心の中です。ただ、私たちの中には、
かつての私がそうであったように、素直
にそうは思えない方もきっとおられるこ
とと思います。けれども、主の御前にあ
る私たちの目が濁り、また、その全身が
暗くくすんでいるとして、果たして私た
ちがこの場にいることがあるのでしょう
か。 
 私が「牧師らしくない」と人から言わ
れることが多いように、自分は目が濁
り、それゆえ、どこか暗いと、自分に自
信が持てずにいる方もいることでしょ
う。けれども、人がどう思い、また自分
がどう考えようとも、主の御前にあって
はそのような気遣いは無用です。なぜな
ら、主と出会ったという事実は、誰がど
う思おうとも変えることのできないもの
だからです。それゆえ、主に背中をさす
られ、ぎゅっと抱きしめてられて、目が
濁り、暗いままでいる者は私たちの中に
は一人もおりません。そして、それが今
この時でもありますが、ですから、そこ
で大事なことは、自分は違うなどと嘯く
ことではありません。イエス様がそう仰
ることに素直に肯くことで、間違って
も、自分は違うなどとは思わないことで
す。それは、私たちのこの身体的特徴を
含め、様々な制約の中で与えられるもの
が神様の祝福でもあるからです。従っ
て、こうして礼拝に集められている私た
ちは、一人も余すところなく神様の祝福
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に与っているわけです。そして、その上
で、この日のイエス様のお言葉を喉元過
ぎればなんとやらとするのではなく、こ
の神様の祝福がこの日、この瞬間だけで
終わらずにこれからも続いていくもので
あることを、御言葉を通し、しっかりと
心に刻みたいと思うのです。ただし、そ
のためには私たちが先ず覚えなければな
らないことがあります。 
 恐らくは、私たちの心は、今満たされ
たとの思いで一杯になっていることと思
います。けれども、この御言葉を通し私
たちが先ず聞かねばならないことは、満
たされた今についてではありません。充
たされたとの思いのそれ以前の状態で
す。つまり、満たされていないとの呻き
であり、何かが足りないとの嘆きです。
自分にとって一番大切なものが欠乏、欠
落しているというこの思い、この気持ち
を先ずは思い出したいと思うのです。そ
れは、私たちに与えられ、また備えられ
ている神様の祝福は、やりたくてもでき
ない、やろうとしても叶わない、私たち
がそう思うそのときにも変わらずに与え
られているものでもあるからです。とこ
ろが、私たちはその時そうは直ぐには考
えない、それはどうしてなのでしょう
か。 
 イエス様は、ここで「断食するときに
は、あなたがたは偽善者のように沈んだ
顔つきをしてはならない」と仰るのです
が、この言葉を皆さんはどのように受け
止められたでしょうか。このイエス様の
お言葉は私たちにやせ我慢を強いるもの
ではありません。イエス様は「人に見て
もらおうとして」行う偽善を固く戒めて
おられます。従って、そこから分かるこ
とは、イエス様がやせ我慢、空元気、空
威張りといった、そういう空しいことを
私たちに求めてはおられないということ
です。ただ、私たちの日々の生活におい
ては、私たちが欲しいと思うすべてもの
が満たされるわけではありません。しか
し、たとえそうであっても、私たちのす
べてをご覧になっておられるのが父なる
神様でもあるのです。このことはつま
り、何かが欠けている状態が、私たちの
苦しみ、悲しみの理由とはなり得ないと
いうことです。なぜなら、神様の祝福は
私たちにとっては日常的に絶え間なく注
がれているものであり、それゆえ、イエ
ス様の御後を辿る私たちの日毎なす様々
なことは、それがたとえどのようなもの
であれ、神様の祝福の外に置かれること
はないのです。そして、それを知らされ
るのは、私たちがイエス様の十字架を追

経験すればこそでもありますが、まただ
から、そこで私たちは福音の真実に触
れ、神様の祝福が私たちより取り上げら
れることがないと、深く深く知らしめら
れることになるのです。 
 従って、私たちが神様とイエス様を信
じ信頼するのは、この聖なるお方にこの
ように日々触れているからであり、つま
りは、その実感が私たちをしてそうさせ
るということです。それゆえ、イエス様
の御後を辿りつつ過ごした、この度の礼
拝断ち、教会断ちは、そのことを私たち
に深く覚らしめるものでもありました。
しかし、ここでイエス様が仰ることを私
たち以外の人々が聞いたら、果たしてど
のように思うのでしょうか。それは、な
いものをあるかのように思わなければな
らない、信じなければならない、そうい
うことでもあるのでしょう。ですから、
それは、世間で言うように、やはりやせ
我慢、空元気、空威張りということにも
なるのでしょう。けれども、もちろん、
そうではない。このことはつまり、私た
ちにとっての当たり前は、私たち以外の
人々にとっては当たり前ではないという
ことです。つまり、イエス様が仰ってお
られることは非常にローカルなものであ
り、ある意味で特殊な、特異なものであ
るということです。そこで、皆さんに一
つお尋ねしたいのですが、では、この特
殊性について、もし隣り人から尋ねられ
たなら、その時、皆さんはどのように説
明されるのでしょうか。 
 そこで、私たちが通常行うことは、キ
リスト教に「ついて」の説明です。けれ
ども、信仰は神様とイエス様に対する直
接的な信頼に基づくものであり、つまり
は、私たちの神体験、キリスト体験、い
わゆる、キリスト教的宗教経験が私たち
をしてそう信じさせるということです。
それゆえ、入門書を繙くがごとく、言葉
数が多ければそれですむという話ではあ
りません。ここでイエス様が仰っておら
れるように、信仰の要件として求められ
ることは間接的な経験ではなく、直接的
経験であるからです。そして、私たちに
それが許されるているのは、パウロが
「我らの国籍は天にあり」と言っている
ように、私たちがこの特殊な環境下に生
きているからです。ですから、ここでイ
エス様が「神と富にとに仕えることはで
きない」と仰っていることはそれゆえの
ことでもありますが、つまりは、「主我
らと共にいます」現実を真実として受け
入れられるところで経験されるもの、そ
れが私たちをしてそう信じさせるという



3 

ことです。そして、その直接的な契機と
なるものが、私たちがこうして集められ
ている主の教会です。ですから、この二
月の間、私たちが感じた様々な思いは、
この大事なものから切り離されたがゆえ
のことでもありますが、それゆえ、その
ときの顔つきは、普通に考えるなら、今
とは正反対のものだったと言えるのでし
ょう。しかし、私たちの顔が暗く沈みが
ちになるのは、礼拝断ち、教会断ちに限
ってのことではありません。 
 私たちが満たされたいと願うのは、い
つも何かが必ず不足していると思ってい
るからです。それゆえ、そこから出てく
る言葉は呻きであり、嘆きでもあるので
しょう。あれもない、これもない、これ
もできない、といった神様とイエス様へ
の恨み辛みがつい口をついて出てしまう
のはそのためです。けれども、そうであ
るからこそ、ここでイエス様が仰るよう
に、普段通りにしていることが大事にな
ってくるわけです。それは、今の私たち
がそうであるように、イエス様が「澄ん
だ目、明るい体」と仰ることが普段通り
の私たちの姿でもあるからです。ですか
ら、イエス様がここで一番仰りたいこと
は、「私たちの日常を生きよ」というこ
とでもあるのでしょう。まただから、私
たちはこの特徴的な姿をそれぞれの日常
の中で常に意識して現す必要があるので
す。しかし、私たちの普段の暮らしぶり
を思うとき、パウロが「いつも喜んでい
なさい。絶えず祈りなさい。どんなこと
にも感謝しなさい」と語るようには参り
ません。それは、常に何かが足りない、
何かが欠落している、そう思わされるこ
とが多いからです。ですから、その時の
私たちの顔はどうしようもないくらいに
暗いものとなるのでしょう。 
 では、イエス様は、そうした状況にあ
る私たちの声を一切顧みることのなく、
ここでこのようなことを仰っているので
しょうか。また、今日、イエス様は、天
に宝を積むことを私たちに勧めてもいる
わけですが、このことはつまり、こうし
て地上に生きる私たちにとって、地上に
おいて満たされること、豊かであること
をイエス様が否定しておられるというこ
となのでしょうか。それだけではありま
せん。イエス様のみ後に従う私たちは直
接イエス様に触れる経験をしているとい
うことです。けれども、実のところはど
うか、直接触れたとは思えない状況にあ
るのが私たちでもあるのです。このこと
はつまり、私たちが経験したことは、イ
エス様の御後を辿る追体験ではなく、疑

似体験であったと、つまりは、すべては
私たちの思い込み、思い違いであった
と、そういうことになりはしないでしょ
うか。そして、もう一つ、私たちにとっ
て深刻な問題は、そのことに抗おうとも
せず、この思い違いを認めてしまってい
るということです。まさに、神か富かと
問われた場合、神以外のものに身を置い
てしまっているということです。それ
は、私たちが信仰というものを誤解して
いるからでもありますが、では、私たち
はどうしてそのように誤解してしまうの
でしょうか。 
 満たされた今と渇きの中にあった少し
前とを比べ、私たちが少し前の状況を好
ましく思えないのはどうしてなのでしょ
うか。それは、何かが足りない、何かが
欠落していると思っているからです。そ
して、そのように思うのは、私たちが神
様の祝福を、またイエス様の言葉を量的
に理解しているからでもありますが、つ
まり、自分の欲しいものが数多く手に入
ればそれで良し、反対に少なけれダメだ
と、自分の手の中にあるものの多いか少
ないかですべてを評価し、判断している
ということです。私たちが使える使えな
い、役に立つ立たない、できるできな
い、と口にするのはそれゆえのことでも
ありますが、けれども、それがまさに私
たちが生きている現実でもあるのです。
ですから、そうした間違いが教会の中で
普通に見られるのはそのためです。そし
て、それは、私たちがある意味でそれが
最も合理的だと判断しているからです。
けれども、そこにまた私たちの誤解があ
るのです。ただし、その場合、量的な理
解がすべて間違っているということでは
ありません。なぜなら、量的なものの見
方がすべてダメだと言うことになれば、
私たちは生きる理由を見失うからです。
そもそものところで言えば、神様の祝福
は一族の繁栄と深く結びついているもの
であり、従って、豊かさは量的に判断さ
れるべきものであるのは間違いではない
からです。それゆえ、量の多い少ないだ
けが、誤解の理由ではありません。そう
ではなくて、ここでイエス様が問おうと
していることは「量」ではなく「質」な
のです。 
 そこで、「質」というところで私たち
がすぐに思いつくことは高潔さと徳の高
さでもあるのでしょう。しかし、その場
合、私たちは何をもってそれを測ればい
いのでしょうか。恐らくは、客観的に測
ろうとするとき、その判断は数に頼らざ
るを得なくなるのでしょう。つまり、
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「ポイント」がいかに高いかということ
です。けれども、このことはまた、この
「せざるを得ない」ということを手がか
りに、質の高さについて私たちが知るこ
とができるということです。ただし、そ
の場合、数の多い少ないがその基準では
ありません。そもそものところで、量的
なものを基準とするということはどうい
うことなのかということなのです。それ
は、量的なものに頼っている限り、それ
は他に代わりが利くということです。そ
れゆえ、役に立たなくなれば、捨てて新
しいものを手に入れればいいわけで、け
れども、その反対に質を問うということ
は、他に代わりが利かないということで
す。それは、これしかない、これだけだ
というその固有性こそが大事だからで
す。しかし、これしかないということ
は、同時に、何かが足りない、何かが欠
けているということで、それを良しとす
るということです。つまり、不十分さ、
不完全さを良しとするということです
が、このように質を問うということは、
気に入らないものであっても敢えて排除
せずに受け入れるということなのです。
しかし、私たちが敢えてそれをするとい
うことは、リスクを背負うということで
す。ですから、私たちが量的なものに過
剰に反応してしまうのは、量の多い少な
いがその理由ではなく、リスクを極力回
避したいから、一言で言えば、損をした
くないから、それが一番の理由だという
ことです。 
 すでに申しましたように、不完全で不
十分である私たちが量的なものを求めて
しまうのは仕方のないことです。まただ
から、私たちは、自分の力でその不十分
さ、不完全さをコントロールしようとす
るのです。ただし、私たちがそこに立ち
止まり、神様の御心を慕い求めたとして
も、そこに悔い改めが生じることはあり
ません。神様の方を向いていないだけで
なく、満足できる状況を自分で作り出そ
うとするからです。けれども、このコロ
ナ下、私たちが率直に感じたことはどう
いうものだったのでしょうか。それは、
自分の力ではどうすることもできないと
いうことでした。そして、礼拝断ちの期
間が明けて満たされた今、私たちが素直
に感じていることは、神様を礼拝できる
喜びと、主にある兄弟姉妹と一緒にある
ことの喜びです。そして、暗い顔しかで
きなかった私たちがそのように変えられ
ていったのは、私たちと神様、イエス
様、さらには、主にある兄弟姉妹との関
わりが掛け替えのないものだと知ったか

らです。つまり、自分の思い通りになら
なかった二月を過ごし、他に代わりが利
かないものが私たちには与えられている
のだと、このことを深く知らされたとい
うことです。ですから、私たちが今感じ
ている喜びはそういう性質のもので、量
が満たされたことがその理由ではありま
せん。けれども、だから量が少なくても
いいということでもありません。私たち
がこの時感じている喜びはとても大きな
ものでもあるからです。しかし、その大
きさは、私たちが考える量の多い少ない
ということではありません。代替不可能
なものに触れていることの喜びであり、
その機会を神様がこうして私たちに備え
てくださったことの喜びです。そして、
礼拝断ち、教会断ちを強いられた二月の
間、この立ち止まらざるを得なかった状
況の中で私たちが知らされたことは、礼
拝も教会も主にある兄弟姉妹も、この信
仰によって私たちに与えられているすべ
てのものが私たちにとって掛け替えのな
い大切なものであるということです。 
 困難に直面した際、私たちは新しい何
かを求めます。けれども、私たちは立ち
止まることで知ったのです。自分がいか
に多くのものを見過ごしにしてきたの
か、それゆえ、見過ごしてしまったもの
としっかりと向き合うことがいかに大切
であるか、私たちが知ったことはこのこ
とでありました。そして、それは、これ
まで当たり前のように語られてきた神様
の御言葉であり、イエス様のお言葉で
す。いつも横にいるのが当たり前であっ
た主にある兄弟姉妹であり、この当たり
前なものの有り難さ、つまり、それが、
私たちが生きるこの場所の質の高さであ
り、私たちはそのことを立ち止まること
で知ったのです。それが今の私たちであ
り、ですから、そう考えるなら、立ち止
まること、立ち止まらざるを得ないこと
は、私たちにとっては大切な恵みの機会
でもあったのです。これまで私たちが見
過ごしにしてしまった、平凡であるが私
たちにとって大切なものが何かを深く広
く知ることになったからです。ですか
ら、このことをもう一度心に留め、新し
い歩みを今日からご一緒に始めて参りた
いと思います。祈りましょう。 

 


